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皇

・
出
光
美
術
館
ヘ

皇
太
子
殿
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
九
月
二
十
二
日
、
東
京
・

出
光
美
術
館
に
て
開
催
中
の
特
別
展
「
宗
像
大
社
国
宝
展
」

を
御
観
覧
な
り
ま
し
た
。
昨
年
七
月
四
日
の
当
大
社
へ
の
行

啓
に
続
き
、
宗
像
大
社
が
培
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
歴
史
の
足

跡
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
関
心
を
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
は
、
誠
に
恐
憬
の
極
み
で
あ
り
、
関
係
者
一
同
、
今
後
の

神
社
奉
護
に
向
け
て
心
を
新
た
に
致
し
た
次
第
で
す
。

当
日
は
、
午
後
二
時
、
帝
劇
ビ
ル
地
下
へ
御
召
車
が
到
着
さ

れ
、
大
和
宏
康
同
館
々
長
代
理
の
御
先
導
に
よ
り
、
九
階
の

出
光
美
術
館
へ
御
移
動
。
ロ
ビ
ー
で
、
出
光
昭
介
同
館
館
長

（
出
光
興
産
名
誉
会
長
、
当
大
社
責
任
役
員
）
と
宮
司
が
奉

迎
、
大
和
館
長
代
理
の
御
先
導
に
よ
り
、
展
示
室
へ
お
進
み
に

な
り
ま
し
た
。

出
光
館
長
と
宮
司
よ
り
、
説
明
補
助
の
八
波
同
館
学
芸
課

長
代
理
、
福
嶋
・
河
窪
両
当
大
社
学
芸
員
を
紹
介
申
し
上

げ
、
宮
司
の
先
導
及
び
説
明
に
よ
り
、
大
和
朝
廷
が
国
家
祭

祀
で
奉
献
し
た
沖
ノ
島
神
宝
、
中
世
の
宗
像
郡
の
領
主
・
神

行
啓

宗
像
大
社
国
宝
展
を
御
観
覧

♦
 ぇ

会百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

口
閲
印
[

今
秋
（
十
月
五
日
）
、
出
雲
大
社
で
結
婚

式
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
▼
典
子

様
は
昭
和
天
皇
の
末
弟
、
三
笠
宮
殿
下

の
三
男
、
故
高
円
宮
殿
下
の
次
女
と
し

て
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。
＿
方
、
国
麿

氏
は
天
照
大
神
の
子
天
穂
日
命
と
そ
の

子
孫
が
代
々
出
雲
に
仕
え
祭
祀
を
司
っ

て
い
た
。
こ
れ
を
国
造
家
と
い
い
、
そ

の
子
孫
で
あ
る
▼
出
雲
大
社
は
古
代
か

ら
伊
勢
の
神
宮
と
並
ぶ
大
社
と
し
て
信

仰
を
集
め
、
昨
年
五
月
、
六
十
年
に
一

度
の
御
遷
宮
が
行
わ
れ
た
。
主
祭
神
の

大
国
主
神
は
大
物
主
神
、
大
己
貴
神
、

八
千
矛
神
な
ど
異
名
が
多
い
。
国
津
神

の
代
表
で
あ
り
、
国
土
の
開
拓
に
あ
た
っ

た
英
雄
神
で
あ
る
。
天
孫
降
臨
に
際
し

国
土
を
天
津
神
に
譲
り
そ
の
代
わ
り
に

宮
殿
が
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
神
話
「
国

譲
り
の
神
話
」
が
、
出
雲
大
社
の
起
源
と

さ
れ
て
い
る
文
記
者
会
見
で
国
麿
氏
は
「

二
千
年
を
越
え
る
時
を
経
て
今
日
を
迎

え
た
こ
と
に
深
い
ご
縁
を
感
じ
て
い
る

」
と
述
べ
ら
れ
た
。
歴
史
的
に
御
縁
の
あ

る
御
二
方
が
御
結
婚
さ
れ
る
こ
と
は
大

変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
る
で
神

話
の
世
界
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

る
マ
出
雲
で
は
十
月
を
神
有
月
と
称
し
、

全
国
の
神
様
が
集
う
。
ま
さ
に
神
様
の

お
導
き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
杉
）

神具・装束・授与品

令井冷
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 01 20-055-092 

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社立江姐
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Oq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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主
と
し
て
隆
盛
を
極
め
た
宗
像
二
陸
諸
国
と
の
活
発
な
国
家
外
交
一

大
宮
司
家
の
動
静
や
宗
像
三
女
：
を
反
映
す
る
金
銅
製
馬
具
や
金
一

神
へ
の
信
仰
の
様
子
を
記
す
文
＂
銅
製
龍
頭
、
神
宮
の
御
神
宝
に
一

書
、
近
世
の
福
岡
藩
主
黒
田
家
ニ
ノ
な
が
る
金
銅
製
帯
金
具
や
金
一

の
崇
敬
を
物
語
る
文
物
な
ど
、
二
属
製
雛
形
品
な
ど
に
感
心
を
示
一

当
社
神
宝
の
数
々
を
御
覧
戴
き
：
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。
一
中
世
の
宗
像
大
社
の
展
示
で
一

沖
ノ
島
国
家
祭
祀
の
展
示
で
こ
は
、
御
専
門
で
あ
る
中
世
の
交
一

は
、
古
代
の
希
少
な
真
珠
玉
を
こ
迪
史
、
流
通
史
に
関
連
す
る
『
宗
[

は
じ
め
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
ご
像
宮
創
造
記
』
、
宋
人
と
の
交
易
一

や
婚
姻
な
ど
に
よ
っ
一

て
磨
か
れ
た
宗
像
一

大
宮
司
家
の
国
際
一
内
法
『
宗
像
社
事
書
』
な
ど
を
御

感
覚
が
う
か
が
え
」
覧
に
な
り
、
多
く
の
御
下
問
を

る
『
問
注
所
執
事
二
戴
き
ま
し
た
。

奉
行
人
連
署
問
状
一
そ
の
後
、
来
賓
室
で
御
休
憩

案
沙
弥
浄
恵
請
：
を
と
ら
れ
、
同
室
に
て
出
光
館

文
案
』
、
神
仏
習
：
長
、
大
和
館
長
代
理
、
宮
司
、
補

合
時
代
の
宗
像
大
：
助
説
明
の
学
芸
員
三
名
と
の
御

社
の
神
官
・
僧
官
一
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
構
成
や
序
列
が
一
出
光
館
長
、
宮
司
を
は
じ
め

知
ら
れ
る
『
宗
像
丁
と
す
る
関
係
職
員
が
ロ
ビ
ー
に

大
神
宮
神
官
・
僧
]
草
列
し
て
奉
送
申
し
上
げ
る
中
、

官
・
御
灯
衆
等
連
二
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
」

署
起
請
文
』
、
鎌
丁
と
笑
顔
で
お
声
を
お
掛
け
に
な

倉
時
代
に
成
立
し
：
り
な
が
ら
、
午
後
三
時
四
十
分

た
宗
像
大
社
の
社
こ
と
美
術
館
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。
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宗
像
三
女
神
画
賛
出
光
美
術
館

宗
像
三
社
縁
起
三
巻
]
宗
像
大
社
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滑
石
製
子
持
勾
玉
[
国
宝
[
宗
像
大
社

有
孔
貝
製
品
[
国
宝
]
宗
像
大
社

9
9
9

ヽ

9
9

ヽ

9
9

ヽ

9
9
9
9

ヽ

9
9

ヽ
ヽ
ヽ

9
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ヽ
ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
,

双
頭
龍
文
鏡
]
国
宝
一
宗
像
大
社

三
角
縁
魚
文
帯
神
獣
鏡
[
国
宝
]
宗
像
大
社

三
角
縁
魚
文
帯
神
獣
鏡
[
国
宝
]
宗
像
大
社

半
円
方
形
帯
方
格
規
矩
鏡
国
宝
．
宗
像
大
社

内
行
十
花
文
重
弧
鏡
[
国
宝
]
宗
像
大
社

六
獣
帯
鏡
[
国
宝
]
宗
像
大
社

七
獣
帯
鏡
[
国
宝
[
宗
像
大
社

半
円
方
形
帯
画
像
鏡
[
回
宝
[
宗
像
大
社

. 

国
宝
]
宗
像
大
社

硬
玉
・
碧
玉
・
水
晶
・
雲
母
片
岩
・

滑
石
製
勾
玉
及
び
滑
石
製
棗
玉
、
滑
石
製
臼
玉

●

9
9
,
1
,
'
.
,
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
‘
‘

・
国
宝
]
宗
像
大
社

車
輪
石
、
石
釧
、
硬
玉
製
勾
玉
、
滑
石
製
棗
玉
、
＇

碧
玉
・
滑
石
製
管
玉

ガ
ラ
ス
製
玉
類
[
四
宝
i
宗
像
大
社

滑
石
製
臼
玉
[
回
宝
i
宗
像
大
社

. 

鉄
矛
[
国
宝
[
宗
像
大
社

金
銅
製
矛
鞘
[
回
宝
]
宗
像
大
社

金
銅
・
銀
製
刀
装
具
[
国
宝
]
宗
像
大
社

,
9

ヽ

9
,
.
‘

瑶
瑞
玉
[
四
宝
[
宗
像
大
社

真
珠
玉
[
四
宝
[
宗
像
大
社

., 

国
宝
宗
像
大
社

金
銅
製
杏
葉
付
辻
金
具
、
金
銅
製
辻
金
具
、

金
銅
製
絞
具
付
杏
葉

金
銅
製
帯
金
具
[
回
宝
[
宗
像
大
社

•9999999999, 

鉄
製
鞍
金
具
（
覆
輪
・
磯
金
具
）
国
宝
・
宗
像
大
社

鉄
地
金
象
嵌
鞍
金
具
（
覆
輪
・
磯
金
具
）
国
宝
宗
像
大
社

•999, 

金
銅
製
雛
形
細
頸
壺
[
回
宝
]
宗
像
大
社

金
銅
・
鉄
製
雛
形
円
板
[
国
宝
i
宗
像
大
社

金
銅
・
鉄
製
人
形
[
国
宝
[
宗
像
大
社
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i
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御
観
覧
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東京・丸の内出光美術館にて

I 「宗像大社国宝展」開催 I

ポ像k社
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■出光美術館

昭和 41 年、出光コレクションを展示する美術館として東京都千代田区丸の内に

開館。皇居のお濠に面した帝劇ビルの 9 階に位置し、ビルのワンフロアであるこ

とを感じさせない独特の空間を持ち、日本の書画、中国・日本の陶磁器など東

洋古美術を中心に展示を行っている。

期
間

8

月

1
6日
（
土
）
ー1
0月
1
3日
（
月
・
祝
）

重
文

重
文

重
文

重
文

.
‘
‘
‘
，
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
1
1
‘金
銅
製
香
炉
状
品
[
国
宝
[
宗
像
大
社

，
、
，
．
ヽ
9
9
,
9
9
9
ヽ
＇
ヽ
ヽ
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
，
ヽ
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
9
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
.

須
恵
器
大
甕
[
国
宝
い
宗
像
大
社

須
恵
器
長
頸
壺
[
国
宝
[
宗
像
大
社

土
師
器
壺
[
国
宝
]
宗
像
大
社

須
恵
器
器
台
」
国
宝
こ
ホ
像
大
社

須
恵
器
高
坪
[
国
宝
い
宗
像
大
社

須
恵
器
塊
[
国
宝
]
宗
像
大
社

須
恵
器
高
皿
[
国
宝
｛
宗
像
大
社

須
恵
器
有
孔
土
器
（
坪
．
坦
）
国
宝
・
宗
像
大
社

9
9
9
9
9
,
1
,
、
'
‘
,
‘
,
'
’
‘
、
'
,
'
9
9
9
9
9
9
4
9
9
,

唐
三
彩
長
頸
瓶
片
[
国
宝
~
宗
像
大
社

三
彩
長
頸
瓶
]
]
東
京
国
立
博
物
館

9
9
,
 

金
銅
製
龍
頭
-
対
[
国
宝
]
宗
像
大
社

9
9
9
,
'
 源
頼
朝
請
文
案
一
重
文
]
宗
像
大
社

源
頼
朝
書
状
i
~
宗
像
大
社

宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
・
重
文
｛
宗
像
大
社

宗
像
宮
創
造
記
―
重
文
＂
宗
像
大
社

石
造
狛
犬
一
対
]
里
文
i
宗
像
大
社

重
文
宗
像
大
社

問
注
所
執
事
・
奉
行
人
連
署
問
状

案
沙
弥
浄
恵
（
宗
像
氏
業
）
請
文
案

・
＇

阿
弥
陀
如
来
図
（
宗
像
大
社
阿
弥
陀
経
石
拓
本
）
出
光
美
術
館

阿
弥
陀
経
石
拓
本
i
i
宗
像
大
社

9
,
 

色
定
法
師
一
筆
一
切
経
お
よ
び
仙
厘
筆
敬
頌
文
出
光
美
術
館i

出
光
美
術
館

色
定
法
師
一
筆
一
切
経
お
よ
び

仙
産
筆
色
定
法
師
良
祐
伝

ー

'
,
'
,
'
‘
,
'
,
1
,
'
‘
,
9
1
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
1
,
1
1
,
'
’

宗
像
大
神
宮
神
官
・
僧
官
・
御
灯
衆
等
連
署
起
請
文
＂
重
文
．
宗
像
大
社

宗
像
社
事
書
―
重
文
・
宗
像
大
社

＇
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
‘
,
、
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
~
9
9
9
9
9
.

宗
像
大
社

三
十
六
歌
仙
図
扁
額
三
十
六
面

福
岡
藩
第
三
代
黒
田
光
之

剣
附
持
福
岡
藩
第
三
代
藩
主
黒
田
光
之
奉
納

太
刀
福
岡
藩
第
十
代
藩
主
黒
田
斉
清
奉
納

,. 

六
波
羅
書
下

六
波
羅
施
行
状

西
園
寺
実
氏
政
所
下
文
建
長
元
年

関
東
御
教
書
建
長
二
年

宗
像
大
社

宗
像
大
社

.

.

.
 
‘ 宗

像
大
社

宗
像
大
社

宗
像
大
社

宗
像
大
社



第644号（第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 材し 平成26年 10月 1 日水曜日 4 
:99 9•'• 99 9 」 9 9 」＾ー ・ず疇. ----↓↓ー· •· 

祭時三 さ宮の立
をよ名前れ神御ち十
斎りが日た迎神‘月
行明大‘゜え璽去—
し日島高 神を昇日
、のへ向 事お月の
参渡渡宮 が迎籠航島司 厳え在ぢ
。安、以粛す、れ

翌全午下 にる沖祭
日祈後神 斎沖津に
の願五職 行津宮先

―----」·蘊員・ロ•…•i天…••こ…•`…真栄御 神
............................................ 

沖て 事進快名宮会中七す神首切流呼大ー丸座胃畏
喜 9 塁ザダ晴与言位塁時畠 9 ほ贔さし、~:眉冨息閾雙
本行後島同穏大会下奉神備ぉて幣ら 御家長な日た
殿し：直祠貸や島員役賛職を迎昇； t；胃長鎮・る早゜
与喜召門讐翌贋畠：畠薗 9 え御船、の巴更胄面朗
出清海たに海出勢．西そ、r.
御め中゜は上港＋中敏沖笠
祭、に 無を。七両明．則
................................................................................................................. 

ーれ一りな波く ノを先を
日滞時中か止の午島下導斎
をり三津‘場島後をりが行
待な十宮大ま民一後、祓゜
っく分ま島でが時に御い御
嘉納入で駐ぉ沖‘し座を神
りめ御陸在迎津大た船し璽
とら祭上のえ宮曼 になを一ぅ
れが神先にの入 奉が捧肩凰',

弯、斎幸導集神港 安ら持，
た＋行゜にま様、 し参し 54
。月さ同よるを多 沖道、

秋
季
大
祭
に
先
立
ち

沖
津
宮
御
神
璽
迎
え
斎
行

ー

氏
子
会
総
代
総
会

九
月
十
八
日
、
本
年
度
第
二
：
さ
れ
た
。
奉
幣
使
は
祭
典
前
日

目
と
な
る
氏
子
会
総
代
総
会
が
二
り
一
日
に
神
社
に
て
斎
泊
の
上
、

置
鮎
会
長
以
下
九
十
三
名
出
席
ニ
―
日
祭
に
ご
奉
仕
い
た
だ
く
。

の
下
、
清
明
殿
に
て
開
催
さ
れ
一
秋
季
大
祭
斎
行
に
あ
た
り
、

た
。
二
氏
子
の
皆
様
に
は
、
海
上
神
幸

神
宮
並
皇
居
遥
拝
、
国
家
斉
こ
し
始
ま
り
、
様
々
に
ご
協
力
い

唱
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
、
了
た
だ
い
て
い
る
。
宗
像
に
秋
を

会
長
・
宮
司
・
来
賓
で
あ
る
衆
こ
古
げ
る
一
連
の
祭
事
に
、
神
社

議
院
議
員
宮
内
秀
樹
氏
の
ご
挨
：
も
氏
子
の
皆
様
と
一
丸
と
な
り

拶
を
い
た
だ
き
議
事
へ
と
入
っ
丁
本
年
度
の
秋
季
大
祭
を
迎
え
た

た
。
議
事
で
は
置
鮎
会
長
が
議
一
い
。

長
に
選
出
さ
れ
、
秋
デ

凡

季
大
祭
を
中
心
と
し

た
議
案
の
説
明
が
各
“
·
·

担
当
者
よ
り
あ
り
、

原
案
通
り
に
承
認
い
・

た
だ
い
た
。
一

秋
季
大
祭
氏
子
奉-
a


• 閂
閏
[
_
p
.
i
§

た
だ
く
こ
と
が
承
認
[
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縁板の漆が塗り終わり、取り外して
修繕していた高欄が取り付けられました。
取り付けられた高欄は、これから漆を塗ります。

■本殿修復
縁板の木地を削って、平らに
しています。この後、漆を塗ります。

l み

■防災事業
防火水槽には改めて防水加工を
施し、継続して使用します。

■渡殿修復
屋根が解体されている状況です。
参拝者の方々から奉納して頂きました
「さわら板」により新たに葺かれます。

,•..._.満

ち
て

道
ひ

(•“< 

ら

籍

辺
津
宮
本
殿
の
屋
根
葺
替
え
は
概
ね
終
了
し
、
塗
装

は
職
人
を
増
員
し
て
作
業
し
て
い
ま
す
。
今
回
補
助
事

業
と
し
て
の
本
殿
・
拝
殿
修
復
工
事
に
併
せ
、
間
に
あ

る
渡
殿
（
文
化
財
未
指
定
）
も
修
復
し
て
お
り
ま
す
。

釣
川
で
川
く
だ
り
大
会
開
催

S

安
全
祈
願
祭
に
出
向
s

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
：
る
な
か
、
神
職
が
筏
を
お
祓
い
し
、

二
十
一
団
体
で
構
成
さ
れ
る
宗
像
・
：
各
チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
。
趣
向
を

沖
ノ
島
世
界
遺
産
市
民
の
会
が
九
」
凝
ら
し
た
筏
で
約
七
五

0
m
を
カ

月
七
日
、
手
―

.... l
]
:
.
.
,
'
コ
あ
わ
せ
て
筏
を
漕
ぎ
、
沿

作
り
衡
で
玄
｀
：
ロ
ニ
道
か
ら
「
が
ん
ば
れ
ー
」
な

海
中
学
校
前

]
.
)
.
P

、
疇

:
,
r
-
、

A

ど
の
家
族
や
仲
間
の
声
援

8
 

か
ら
さ
つ
き

1
ャ
妄

r
i
`
"
の
中
、
全
筏
が
無
事
ゴ
ー

橋
ま
で
の
釣
·
·
豆
．
t
/
．
→
-
t
.
j
-
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

川
を
下
る
大
よ
i
i
i

L

む
玄
海
中
学
校
で
は
、
筏

会
が
開
催
さ
れ
、
当
大
社
神
職
が
一
醇

5
回
と
し
て
恒
例
行
事
と
な
っ
て

出
向
し
安
全
祈
願
祭
を
執
り
行
っ
一
い
る
そ
う
で
、
参
加
者
や
応
援
の

た
。
一
方
に
は
卒
業
生
も
い
て
、
当
時
の

釣
川
は
、
入
り
海
で
古
代
か
ら
近
こ
思
い
出
話
に
花
が
咲
い
て
い
た
。

u
 

世
に
か
け
て
舟
が
行
き
来
し
、
「
み
一
戸

あ
れ
祭
」
の
起
源
で
あ
る
中
世
の
一

「
御
長
手
神
事
」
で
は
、
海
か
ら
当
一

大
社
（
辺
津
宮
）
ま
で
釣
川
を
舟
で
一

上
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一

釣
川
を
手
作
り
の
筏
（
い
か
だ
）
で
一

下
り
、
宗
像
の
歴
史
に
想
い
を
馳
せ
一

て
も
ら
お
う
と
、
今
回
初
め
て
企
画
一

さ
れ
た
。

当
日
は
、
快
晴
で
強
い
日
差
し
の
一

中
、
十
チ
ー
ム
三
十
九
人
が
参
加
す
一
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一
現
在
、
韓
国
に
よ
っ
て
不
法
占
：
あ
る
が
こ
の
地
区
も

日
二
拠
さ
れ
て
い
る
竹
島
は
、
隠
岐
二
画
齢
化
、
過
疎
化
が
進

水
＇
」
郡
隠
岐
の
島
町
に
属
し
て
い
る
。
：
み
限
界
集
落
と
い
っ
て

曜日
九
州
式
内
社
顕
彰
会
（
会
長

□
神
社
（
島
根
県
松
江
市
）
、
玉
若
丁
今
回
、
同
町
の
「
久
美
」
と
い
う
：
も
過
言
で
は
な
い
と

0
1
1
当
大
社
宮
司
）
は
、
八
月
二
十
二
酢
命
神
社
・
水
若
酢
命
神
社
・
：
地
区
を
訪
れ
た
。
小
さ
な
漁
港
も
仰
っ
て
い
た
。

月竺
ー
ニ
十
二
日
に
か
け
て
島
根
県
二
伊
勢
命
神
社
（
以
上
、
同
県
隠□
た
が
こ
の
地
区
が
竹
島
の
漁
業
一
今
回
の
巡
拝
会
も

2

今
＂

成
一
「
隠
岐
・
出
雲
」
の
古
社
を
巡
拝
二
岐
郡
）
、
出
雲
大
社
（
同
県
出
雲
こ
罹
を
持
っ
て
お
り
、
往
時
に
は
、

□
神
話
に
基
づ
く
古
い
歴

ー
し
た
。
二
巾
）
、
ま
た
式
内
社
で
は
な
い
が
こ
J
の
地
区
の
人
が
竹
島
近
海
で
二
丈
を
堪
能
す
る
魅
力

平

し
き
な
い
し
ゃ

式
内
社
と
は
、
平
安
時
代
の
二
壇
鏡
神
社
（
同
県
隠
岐
郡
）
の
六
こ
漁
業
を
行
っ
て
い
た
。
地
元
の
人
こ
に
満
ち
た
旅
で
あ
っ
た

｀
口
田
言
胃
い
]

□い
い
[
〖

]
]
[
T

』
三
五1]叫

で
は
あ
る
が
、
時
代
が
経
つ
に
つ
こ
織
は
、
古
く
か
ら
の
形
態
が
残
っ
：
島
に
い
っ
て
い
た
と
い

れ
、
現
在
で
は
名
も
知
れ
ず
衰
二
J
お
り
興
味
深
か
っ
た
。
氏
子
の
こ
ま
た
全
国
的
な
問
題
で
も
：
な
も
の
と
な
っ
た
。

退
し
た
お
社
も
多
い
。
丁
中
か
ら
祭
祀
に
関
わ
る
人
が
数

今
回
訪
れ
た
お
社
は
、
美
保
了
人
選
ば
れ
、
一
年
間
真
夜
中
に

]
T
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
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九
州
式
内
社
顕
彰
会
巡
拝
記

「
隠
岐
・
出
雲
」
巡
拝
記

に二市 験当玄五
振年内職学大海日九玄：宗
易饗互悶夏店掌問／］海魯
ば息輩塁 9 ヽ胄畠土中中
社市学習：場名市二学学
貪麿校は 体が立日生生
験事 職

胄冒 三場
………………• ー、．、 、名体
喜期i‘, ｷ ̂‘―·.が験

9 ]二、、し；：
のにぺ／・ ｀令22、を
贔灯；巖畠畠貪冗体
胃贔そ贔を娃、青畠と験
をで み学責、けで
.................................................................................................................. 

心と今事か 見素最御受体
よ思回がら体が朴終守け験

贔う。裔口旦塁斎負且贔窟§袴
門丘讐［甕胃［嬰ば履畠累
たか意得とぉたど体与拝巫
いら義らしい゜に験を者女

°腐閾悶贔て 言冒旦甘倫
躍つな立こ て中たし導
をたらつれ 意の。てを
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い郡：＇世 フ か影が海明
た日保両じ東には‘軍け佐
現宇鎮込卜山線な日墓で世
在村守包力、海香ヵヽ差地‘保

讐胃冒［扇[ｧ ; }閾年］届
買免‘年用の漂静烈後っね

[ ] ］危り也凰そ房｀忍、t：合
墓れ被た゜｝責位主應房需晶
地て杵：佐 ン゜微人たの雨

.................................................................................................................................................................. 

の旧会人更山昭 れな世達終理東者区
O 海←佐に海和墓るり保し戦の亜の画

呉墨弱贋輩墨辛馨：面嬰砥虐胃塁罪［
及団さ東感地年備と公管四も地終をて
ひ体れ山斧保四をな阿理干にで戦始整
'直色塁二畠旦； t [ ；靡塁胄喜塁門
自上と墓旦ヵ佐麿上てと五のまはし逐
衛自名地社会世 勺整こ月極し海た次
隊衛り保団ぷ保店 備ろ、みた軍゜殉

三．次r乏碑し一ニー＇な隊 、存法 、東 、 さと佐にが管大職
.................................................................................................................................................................................................................. 

碑顕海左五ま名りは建十れはのが戊甲丙 復ど
現一影上側月れ‘‘戦立五‘合通‘区区‘当すの
在腐の自~ gてドそ前さ基合葬り戦はか〔初る協
....L..碑衛旧ほいイののれ‘葬碑に後ムら戊‘こカ

こ止と隊海--,まツ中もて戦碑、な態且丁の全とに

腐真と殉雷塁内賓丘累贔‘l9 贔門〖 [9 且忍目りよ、〖t尋 9 塁晶よ喜悶閂内門麿唇喜［真喜昇贔；り
且゜如腐胄忍、責 9 塁羞雙瓜嘉含ん盆を丘閲、た現
佐 之霊にて年含三あ碑ががら碑こた笥九乙゜唇 `` 
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

る山に が弔今 r --,事八にれ各が匠と国世
佐ヵ、こ朝な問日前胃云月はて艦祀世共、‘保
世らこ日さので催 十--,い船ら に沖鎮
保眺天をれ対はさ者に四日ま、れ保‘縄—
港め神背て象列阜轟闊戸孟嘉晨忍冒塵る晶

~,;~塁悶］ 9] [ ；［直］喜
し等。毎市盆念—執慰一殉六九
て武ま年主供式＋り霊の職千ヽヽヽ献官tつ盛催善典七行祭御隊余Jll
花のミ大のイ丁一日わは霊員柱四

............................................................................................................................................ 

た門るは府艦の足ブ園方 え内の
と柱゜石潜矢慰柄口内メ敷るは景
こゃ清造水矧霊や／、に l 地こ常観
ろ砲国り艦も碑羽スは卜面とには
もゃ戦の合ぁ、黒像東生積が清大
喜弾房嬰悶合目亙戦郷八はぁ掃変
。窟塁墨霊佐特翡塁閃五綾畠；喜
をのの碑世攻龍剛郎六万児供ら
配砲っの保の、、冗三八一花し
置弾て上鎮巡加重帥坪千 のく
しのいに守洋賀巡のて平 絶園

（続）

293 

い
し
い
た
だ
し
一
-
i

·』『駈-

ま
す
ら
を
や

母
な
る
港
こ
の
丘
に

と
は
の
眠
り
に

つ
く
ぞ
か
な
し
き

西日本菊花大会
のこ案内

毎年、 1 1 月 1 日から開催される

菊花展。九州各県、山口の菊花

愛好家から出品された様々な菊

の花約3000鉢が境内に展示さ

れ、西日本一の規模を誇ります。

◆会期
平成26年
11 月 1 日（土）～ 23 日（日）
◆時間終日
◆会場宗像大社境内
◆拝観料無料

一 r `‘..し．ヒ応
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宗
像
市
池
田
森
龍
子

古
壁
に
脱
け
殻
あ
ず
け
秋
蝉
は
何
処
に
蹄
く
や
雨
降
り
止
ま
ず
[

l
秋
蝉
は
油
蝉
の
異
称
。
空
蝉
を
見
て
そ
の
主
を
案
じ
る
作
者
。
四
句
の
蹄
く
は
嗚
く
に
。
一

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次
~

だ
ん
ち

建
ち
並
ぶ
団
地
の
窓
ゆ
洩
れ
る
灯
の
同
じ
明
る
さ
ひ
と
つ
と
し
て
な
し
i

＿
発
見
の
歌
。
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
灯
の
色
の
窓
の
奥
に
あ
る
暮
ら
し
を
思
う
作
者
だ
ろ
う
。
[

作
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
i

先
達
の
う
た
に
刺
激
を
う
け
な
が
ら
後
夜
の
灯
火
に
こ
の
世
を
詠
う
[

一
歌
に
夢
中
に
な
っ
て
深
夜
ま
で
詠
み
続
け
る
作
者
。
古
語
の
後
夜
が
効
い
て
い
る
。
[

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗
一

百
薬
の
長
と
も
言
ふ
ぞ
こ
の
い
っ
ぱ
い
無
精
ひ
げ
く
ら
ゐ
に
は
な
る
べ
し
[

―
ぉ
酒
が
効
い
て
髭
の
伸
び
が
速
く
な
る
の
か
、
酒
好
き
な
作
者
の
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
一
首
。
一

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

生
ま
れ
家
の
消
へ
て
し
ま
ひ
し
故
里
の
小
さ
き
駅
に
訛
り
き
き
を
り
[

一
啄
木
の
本
歌
取
り
か
。
訛
り
に
耳
を
傾
け
る
作
者
の
望
郷
の
念
が
切
な
い
。
[

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
~

工
廠
に
て
受
け
し
爆
片
傷
痕
の
今
も
癒
え
ず
に
要
介
護
受
く
[

一
戦
時
中
に
受
け
た
傷
痕
を
見
る
た
び
に
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
思
う
作
者
の
記
憶
は
貴
重
゜
]

北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ
~

盆
お
ど
り
「
浴
衣
音
頭
」
の
輪
の
な
か
に
子
ら
の
袂
も
ひ
ら
ひ
ら
ゆ
れ
る
[

一
盆
踊
り
の
子
供
た
ち
の
袂
に
注
自
し
た
の
が
良
い
。
楽
し
い
歌
。
浴
衣
音
頭
も
効
い
て
い
る
。
一

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三

鬼
百
合
や
素
肌
削
が
れ
る
草
熱
く
無
縁
墓
に
も
供
物
の
あ
り
ぬ
[

一
夏
の
墓
地
の
歌
か
。
二
句
が
少
し
分
か
り
難
い
が
〈
素
肌
傷
め
る
〉
と
し
て
は
。
一

宗
像
市
田
久
井
上
光

動
画
に
て
初
め
て
ま
み
え
し
東
京
の
曾
孫
稀
帆
ち
ゃ
ん
眉
目
佳
き
女
の
子
[

鶴
孫
を
動
画
で
見
た
作
者
の
笑
顔
が
み
え
る
。
二
句
〈

S

ま
み
ゆ
〉
と
二
句
切
れ
に
し
た
い
。
~

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

-5 俳
句

r作
品
集

宗
像
市
多
膿
早
川
祥

翁
娼
の
茅
の
輪
に
楔
ぐ
命
か
な

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

紫
陽
花
の
新
芽
を
挿
し
て
植
え
に
け
り

宗
像
市
武
丸
白
土
凌

夏
の
朝
暑
さ
増
さ
ん
や
蝉
時
雨

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

爽
や
か
に
な
り
た
る
今
朝
は
庭
に
来
て
く
ぐ
も
る
声
で
山
鳩
は
鳴
く

山
鳩
の
描
写
が
丁
寧
。
初
句
は
涼
し
さ
を
出
す
と
初
秋
ら
し
い
季
節
感
が
出
る
の
で
は
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

港
内
を
フ
ェ
リ
ー
ゆ
っ
た
り
向
き
を
か
へ
大
島
へ
向
く
〈
ゆ
っ
た
り
だ
な
ぁ
〉

内
容
と
調
べ
が
合
い
、
口
ず
さ
む
と
快
い
。
結
句
の
ゆ
っ
た
り
の
重
な
り
に
は
再
考
を
。

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範

ひ
と
み
か
が
や

に
っ
ぽ
ん
丸
見
送
る
瞳
輝
き
て
家
族
と
手
振
る
義
兄
末
期
ガ
ン

義
兄
が
外
出
を
楽
し
む
姿
に
胸
の
詰
ま
る
作
者
。
―
―
―
・
四
句
入
れ
習
え
〈
末
期
が
ん
の
義
兄
家
族
と

S

〉
に
。

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子

け
ん
玉
を
持
ち
て
笑
み
い
る
小
6

の
中
島
小
夏
の
自
然
体
見
つ

中
島
小
夏
は
け
ん
玉
の
東
九
州
代
表
選
手
。
難
し
い
が
、
知
ら
な
い
人
に
も
分
か
る
よ
う
工
夫
を
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

庭
に
咲
く
バ
ラ
に
む
く
げ
に
ふ
よ
う
の
花
百
合
に
ベ
コ
ニ
ヤ
月
下
美
人
も

作
者
の
感
情
を
言
わ
ず
に
花
の
名
を
並
べ
る
の
み
だ
が
、
喜
び
が
表
れ
て
い
る
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

堅
田
川
の
土
手
に
群
落
の
ハ
マ
ボ
ウ
見
む
と
杖
つ
き
て
来
ぬ

少
し
音
が
足
り
な
い
が
、
三
句
以
下
〈
ハ
マ
ボ
ウ
の
咲
く
花
見
む
と
杖
ー
〉
と
し
て
は
。

福
津
市
花
見
が
浜
佐
藤
純
一

優
美
な
る
ス
タ
イ
ル
誇
り
武
器
持
た
づ
霊
験
灼
孔
雀
明
王

孔
雀
明
王
は
毒
を
消
す
力
を
持
ち
孔
雀
に
乗
る
姿
と
い
う
。
四
句
・
灼
は
平
仮
名
で
表
記
を
。

選
者
詠

房
実
な
る
飯
桐
の
枝
を
す
き
て
見
ゆ
十
月
の
そ
ら
の
底
知
れ
ぬ
青

確
か
な
る
明
日
を
も
つ
ご
と
白
鷺
は
は
ば
た
き
強
く
夕
空
に
発
つ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

ー
耳
り
員
＂

行
啓
と
い
う
、
昨
年
七
月
に
続
く
慶
事
に
浴

し
た
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
宗
像
大
神
の
御
神
威
を
強
く
感
じ
る
と

と
も
に
、
当
大
社
に
て
奉
仕
出
来
る
歓
び
を

深
く
感
じ
て
お
り
ま
す
▼
九
月
前
半
、
郷
里

に
帰
省
さ
せ
て
頂
き
、
東
京
・
同
展
を
自
分

も
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
常
時
、
当
大
社
神

宝
館
で
目
に
し
て
い
る
だ
け
に
、
あ
ま
り
期

待
は
せ
ず
に
ま
い
り
ま
し
た
が
、
行
っ
て
び
っ

く
り
。
展
示
の
仕
方
で
こ
う
も
変
わ
る
も
の

か
と
…
同
じ
も
の
な
の
に
、
今
ま
で
見
た
こ

と
の
な
い
新
し
い
も
の
を
み
て
い
る
よ
う
で
、

非
常
に
良
い
刺
激
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
特

別
展
も
残
り
僅
か
、
ま
た
と
な
い
こ
の
機
会

に
足
を
お
運
び
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
マ
秋

祭
り
（
十
月
一
ー
三
日
）
、
菊
花
展
(
+
＿
月
一

ー
ニ
十
三
日
）
御
参
拝
の
折
に
は
、
神
郡
宗
像

の
秋
を
感
じ
て
頂
け
れ
と
存
じ
ま
す
。
（
鈴
）

所
〒
八
―

-
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三
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0
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福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
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電
話
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O
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四
0
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ニ
ー
一
三
―
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代
）

発
行
人
蓋
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

-〖99月鵠U'-
1~3日 秋季大祭
..................................................... 

【大島・中津宮】
8 日沖・中両宮秋季大祭
午前9時～
沖津宮大祭

午前11 時～
中津宮大祭

...................................................... 
つきなみ

15日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭

午前11 時～
総社祭、豊栄舞奉奏

..................................................... 

17日表千家献茶祭
午前 11 時～




